






目的 

PDA の正確な診断と動脈管を介する短絡様式,特に左－右短絡量の評価は，臨床において重

要である。未熟児では,その評価が困難であり,非観血的診断法の開発が望まれてきた。本

研究は,PDA の診断と短絡血流の評価における Pulsed Doppler echocardigraphy(DE)の精度

と信頼性を検討することを目的とした。また,正常新生児における出生後の動脈管を介する

左－右短絡血流の推移についても検討した。 


